
1

８
月
28
日
（
開
会
）

○
市
長
提
出
議
案
の
上
程
〜
提
案
説
明

８
月
31
日

○
議
案
に
対
す
る
質
疑
（
総
括
質
疑
）

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
５
日

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算
　
総
務
文
教
分
科
会

９
月
６
日

○
市
民
福
祉
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算
　
市
民
福
祉
分
科
会

９
月
７
日

○
環
境
都
市
常
任
委
員
会

○
予
算
決
算
　
環
境
都
市
分
科
会

９
月
12
・
13
・
14
日

○
市
政
一
般
質
問

９
月
14
日

○
人
事
案
件
の
上
程
〜
提
案
説
明

９
月
15
日

○
予
算
決
算
常
任
委
員
会

９
月
21
日
（
閉
会
）

○
市
長
提
出
議
案
の
討
論
〜
採
決

○
人
事
案
件
の
質
疑
〜
採
決

○
議
員
提
出
議
案
の
上
程
〜
採
決

9 

月
定
例
会
日
程

೔΋͛Μ͖͍ͬͺ͍ࠓ �ʜʜߔ୺อҭԂ

● 主 な 内 容
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・常任委員会審査概要 ……P4～6

・議員提出議案 …………P6

・提出議案とその結果 ……P7

・討論の要旨 ……………P8～9

・市政一般質問 …………P10～15

・議会の事業評価 ………P16～17
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〈
平
成
28
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
〉

問
　

28
年
度
は
、
第
６
次
坂
戸
市
総

合
振
興
計
画
前
期
基
本
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
っ
た
。
前
期
基
本
計
画
を

踏
ま
え
た
一
般
会
計
決
算
の
総
括
は
。

答
　

歳
入
は
前
年
度
比
で
約
３
億
円

減
少
、
歳
出
は
前
年
度
比
で
約
２
億

円
増
加
し
た
。
歳
入
は
、
市
税
や
地

方
交
付
税
等
が
増
収
し
た
が
、
地
方

消
費
税
交
付
金
等
は
減
収
し
た
。
歳

出
は
、
国
の
制
度
に
基
づ
く
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
や
生
活
保
護
等
事
業
な
ど
の
支

出
が
増
加
し
た
。
財
政
調
整
の
た
め

の
３
基
金
の
総
額
は
約
44
億
円
確
保

さ
れ
、
さ
ら
に
実
質
収
支
は
約
８
億

４
千
万
円
の
黒
字
で
あ
り
、
安
定
し

た
財
政
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
前
期
基
本
計
画
期
間
中
に
は
各

分
野
に
お
け
る
施
策
が
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
進
め
ら
れ
、
特
に
28
年
度

は
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
全
小
・

中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
完

備
、
広
域
静
苑
組
合
へ
の
加
入
進
展

な
ど
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。

問
　

28
年
度
の
経※

常
収
支
比
率
は
、

27
年
度
の
88
・
８
％
か
ら
91
・
８
％

に
悪
化
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
は
。

答
　

28
年
度
は
、
地
方
消
費
税
交
付

金
が
１
億
６
千
万
円
、
臨
時
財
政
対

第
３
回
9
月
定
例
会
（
8
月
28
日
〜
9
月
21
日
・
25
日
間
）

策
債
が
１
億
５
千
万
円
減
額
に
な
っ

た
が
、
地
方
交
付
税
、
市
税
な
ど
が

増
額
し
、
経
常
一
般
財
源
総
額
は
約

１
億
１
千
万
円
増
加
し
た
。
し
か
し
、

経
常
経
費
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
が

２
億
円
減
少
し
た
も
の
の
、
物
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
等
の
増
加
に
よ
り

全
体
で
約
６
億
５
千
万
円
の
増
と
な

り
、
結
果
的
に
経
常
収
支
比
率
は
３

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
今
後
も
扶
助

費
や
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

〈
坂
戸
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
〉

問
　

27
年
に
実
施
し
た
議
会
の
事
業

評
価
の
結
果
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う

な
検
討
を
行
っ
た
の
か
。

答
　

議
会
の
事
業
評
価
で
の
受
益
者

負
担
適
正
化
へ
の
意
見
や
行
政
改
革

後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
内
容
を

踏
ま
え
、
当
施
設
の
入
浴
設
備
等
、

他
の
公
共
施
設
に
は
な
い
特
別
な
設

備
の
維
持
管
理
に
付
加
的
な
経
費
が

必
要
に
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
利
用

者
負
担
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

問
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金

有
料
化
に
対
す
る
市
民
コ
メ
ン
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
。

答
　

一
定
の
受
益
者
負
担
が
必
要
と

の
賛
成
意
見
が
８
件
、
反
対
意
見
が

16
件
あ
っ
た
。
反
対
意
見
の
方
に
は
、

当
施
設
内
の
入
浴
設
備
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
器
、
カ
ラ
オ
ケ
機
器
等
の
設
備
に

は
、
特
に
安
全
面
・
衛
生
面
に
十
分

配
慮
し
つ
つ
良
好
な
状
態
で
使
用
す

る
た
め
の
管
理
運
営
費
が
継
続
的
に

必
要
で
あ
る
こ
と
等
を
説
明
し
、
理

解
を
得
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　

〈
坂
戸
市
高
麗
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ

ー
ク
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件
〉

問
　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
高
麗
川
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
が
地
域
の
公
園

と
し
て
市
民
に
親
し
み
を
持
っ
て
利

用
さ
れ
る
た
め
の
方
策
は
。

答
　

当
施
設
は
、
人
が
出
会
う
た
め

の
憩
い
の
空
間
と
し
て
、
公
園
を
中

心
に
周
辺
か
ら
人
々
を
迎
え
入
れ
る

環
境
の
創
出
を
目
的
に
整
備
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
管
理
の
視

点
だ
け
で
な
く
利
用
者
の
視
点
か
ら

考
え
た
公
園
を
目
指
し
、
市
民
、
企

業
、
市
が
協
働
し
て
本
市
の
魅
力
発

信
拠
点
と
な
る
よ
う
に
公
園
を
活
用

す
る
取
組
や
地
域
の
関
係
性
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
方
策
と
し
て
は
、
河
川
の
自
然
観

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
20
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
に
つ

い
て
も
適
任
者
と
認
め
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
１
議
案
に
つ
い
て
も
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

察
、
水
害
を
未
然
に
防
ぐ
水
防
学
習

や
啓
発
活
動
、
多
世
代
交
流
事
業
と

し
て
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
が
考
え
ら

れ
る
。
施
設
を
有
効
活
用
し
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

〈
平
成
29
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
を
定
め
る
件
〉

問
　

英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
事
業

の
来
年
度
以
降
の
計
画
は
。

答
　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
小
学

校
の
外
国
語
の
授
業
時
間
が
増
え
る

た
め
、
人
数
・
回
数
を
増
や
す
計
画

で
あ
る
。
な
お
、
現
在
は
単
年
度
契

約
・
指
名
競
争
入
札
で
の
発
注
だ
が
、

よ
り
質
の
高
い
英
語
指
導
助
手
の
確

保
の
た
め
、
２
年
間
の
複
数
年
契
約

と
し
、
プ※

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
の
発

注
を
検
討
し
て
い
る
。

※経常収支比率…財政構造の弾力性を測定する指標。低いほど財政運営に弾力性があり、政策的に使えるお金が多くあることを示す。
　　　　　　　　｛（経常経費に充当する一般財源の額）／（経常一般財源総額）｝× 100（％）で求められる。

※プロポーザル方式…業務の委託先等を選定する際に、公募または指名により複数の者から提案書を提出してもらい、その中から発注者が求める技
　　　　　　　　　　術力を持った業者を選定し、契約交渉を行う方式。

〈
平
成
29
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
を
定
め
る
件
〉

議会を傍聴してみませんか !

※ 変 更 の 可 能 性 も あ り ま す の で 必 ず
　 お 電 話 等 で ご 確 認 願 い ま す。

12 月定例会は
11 月 21 日開会の予定です。

石 井 土 地 区 画 整 理 事 業
坂戸中央２日の出町土地区画整理事業
片 柳 土 地 区 画 整 理 事 業
関 間 四 丁 目 土 地 区 画 整 理 事 業
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会

区 分 歳 入 歳 出
8億 588万円
8,457万円

3億9,919万円
1億9,090万円

130億3,893万円
61億5,129万円
9億7,093万円

 53万円

6億1,296万円
6,911万円

3億 838万円
1億8,587万円

126億3,728万円
55億5,447万円
9億4,175万円

 37万円

特別会計とは？
ɹಛผձܭͱはɺී௨஍ํެڞ
ஂମ͕ಛఆͷۀࣄを͏ߦ৔߹ɺ
ͦͷଞಛఆͷࡀೖをಛఆͷࡀग़
ʹॆてɺҰൠͷࡀೖɾࡀग़ͱ۠
෼してܦཧすΔඞཁ͕͋Δ৔߹
ʹɺ৚ྫʹΑͬてઃஔすΔ͜ͱ
͕Ͱ͖Δ΋ͷͰすɻʢ஍ํ࣏ࣗ๏
ୈ ���৚ʣ

28年度一般会計決算

28年度特別会計決算

市税  134億 1,578万円
43.5%

国庫支出金  48億 3,376万円 15.7%

市債  25億 8,989万円　8.4%

地方交付税  28億 5,093万円 9.2%

地方譲与税  2億 4,353万円  0.8%

県支出金  15億 9,169万円  5.2%

繰入金  10億 5,513万円  3.4%

地方消費税交付金  14億 404万円  4.6%

分担金及び負担金  3億 8,539万円  1.2%

繰越金  13億 8,571万円  4.5%

使用料及び手数料  3億 1,349万円  1.0%

その他  7億 6,654万円  2.5%

歳　入
308億3,588万円

歳　出
299億6,779万円

議会費  2億 4,465万円  0.8%

消防費  13億 1,937万円  4.4%

公債費  21億 7,139万円  7.3%

衛生費  36億 3,512万円　12.1%

教育費  28億 6,229万円 9.6%

商工費  1億 1,910万円  0.4%

農林水産業費  1億 8,950万円  0.6%

土木費  29億 3,388万円 9.8%

総務費 46億 4,746万円  15.5%

民生費  117億 7,973万円
39.3%

労働費  6,530万円  0.2％
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〈
付
託
議
案
第
48
・
63
号
〉

問
　

28
年
度
予
算
に
お
け
る
３
本
の

柱
の
重
点
施
策
の
取
組
状
況
は
。

答
　
　

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
高
齢

者
や
社
会
的
弱
者
に
も
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
な
ど

を
、「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応

援
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
中

学
生
修
了
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
や

地
域
人
材
を
活
用
し
た
学
習
支
援
事

業
な
ど
を
、「
地
域
の
活
力
を
高
め
、

快
適
な
環
境
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
、
西
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼

却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
や
森

戸
橋
架
替
整
備
事
業
等
を
実
施
し
た
。

問
　

職
員
研
修
・
啓
発
事
業
に
お
け

る
職
員
研
修
は
、
ど
の
よ
う
な
枠
組

み
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
　
　

「
一
般
研
修
」、「
派
遣
研
修
」、

　

「
職
場
研
修
」
の
３
つ
の
枠
組
み
で

実
施
し
て
い
る
。「
一
般
研
修
」
に
は

基
本
研
修
と
専
門
研
修
が
あ
る
。
基

本
研
修
は
、
各
職
位
に
お
い
て
必
要

と
さ
れ
る
基
本
的
・
共
通
的
な
知
識

の
習
得
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

専
門
研
修
は
、
年
齢
・
職
種
を
超
え

た
研
修
生
を
対
象
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

や
意
識
啓
発
を
図
る
も
の
で
、
今
日

的
課
題
を
取
り
上
げ
る
な
ど
し
て
い

る
。「
派
遣
研
修
」
は
、
よ
り
広
く
深

い
知
識
や
実
践
的
な
技
能
を
習
得
す

る
た
め
、
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

や
西
部
５
市
町
共
同
研
修
会
等
へ
派

遣
す
る
も
の
で
あ
る
。「
職
場
研
修
」

は
、
職
場
研
修
担
当
者
を
中
心
に
、

職
場
内
で
職
務
を
通
じ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

問
　

投
票
所
に
お
け
る
高
齢
者
に
配

慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
は
。

答
　

出
入
口
に
常
設
の
ス
ロ
ー
プ
が

な
い
場
合
に
は
、
施
設
ご
と
に
作
製

し
設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
投
票

所
に
案
内
係
を
配
置
し
、
選
挙
人
の

介
助
や
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
車
椅
子
、
拡
大
鏡
、
老
眼
鏡
の

配
備
や
、
高
さ
の
低
い
記
載
台
を
設

置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

問
　

公
民
館
地
震
防
災
対
策
事
業
の

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　

当
事
業
は
、
昭
和
56
年
６
月
以

前
に
建
築
さ
れ
、
建
築
基
準
法
の
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
中
央
・
北
坂
戸
・
城
山
・
浅

羽
野
・
千
代
田
公
民
館
の
５
館
を
対

象
と
し
て
お
り
、
26
年
度
か
ら
進
め

て
い
る
。
26
年
度
に
北
坂
戸
公
民
館

の
耐
震
診
断
、
27
年
度
に
北
坂
戸
公

民
館
の
耐
震
補
強
設
計
、
中
央
・
城

山
公
民
館
の
耐
震
診
断
、
28
年
度
に

北
坂
戸
公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事
、

中
央
・
城
山
公
民
館
の
耐
震
補
強
設

計
、
浅
羽
野
・
千
代
田
公
民
館
の
耐

震
診
断
を
実
施
し
て
き
た
。
本
年
度

は
、
中
央
公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事
、

浅
羽
野
・
千
代
田
公
民
館
の
耐
震
補

強
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
30
年
度

に
浅
羽
野
公
民
館
、
31
年
度
に
千
代

田
公
民
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
、

１
館
ず
つ
実
施
す
る
こ
と
で
、
工
事

期
間
中
に
利
用
者
が
代
替
施
設
の
調

整
を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
　

教
育
費
の
臨
時
職
員
賃
金
の
増

額
補
正
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の

職
員
定
数
が
１
名
減
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
も
の
だ
が
、
定
数
減
に
よ
り

業
務
に
支
障
は
出
な
い
の
か
。

答
　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
や
法
改

正
に
伴
う
就
学
援
助
の
対
応
等
、
人

員
を
必
要
と
す
る
業
務
が
増
え
て
い

る
が
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
支
障
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
内
容
は
。

答
　

在
学
中
の
療
育
を
必
要
と
す
る

障
害
児
に
対
し
、
放
課
後
や
夏
休
み

等
の
長
期
休
暇
中
に
生
活
能
力
向
上

の
た
め
の
訓
練
、
社
会
と
の
交
流
の

促
進
等
の
支
援
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

問
　

敬
老
会
・
報
恩
会
で
は
、
以
前

は
記
念
品
の
配
布
等
が
あ
っ
た
が
、

現
在
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

考
え
は
。

答
　

現
在
、
敬
老
会
・
報
恩
会
は
、

坂
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
実
施
し
て
お
り
、
70
歳
と
75
歳
以

上
の
方
を
招
待
し
て
い
る
。
高
齢
化

に
伴
う
対
象
者
の
増
加
等
に
よ
り
22

年
度
に
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
77

歳
と
88
歳
の
方
へ
の
記
念
品
贈
呈
を

取
り
や
め
た
。
今
後
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
何
ら
か
の
形
で
意

見
を
聴
く
機
会
を
設
け
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
よ
り
喜
ん
で
も
ら
え
る

内
容
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問
　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
整

備
事
業
の
課
題
は
。

答
　

Ｊ
Ａ
直
売
所
と
の
調
整
、
運
営

主
体
及
び
出
荷
農
家
の
確
保
な
ど
が

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
農
産

物
の
計
画
的
生
産
、
加
工
品
目
、
加

工
実
施
体
制
の
構
築
な
ど
の
運
営
上

の
課
題
と
と
も
に
、
用
地
確
保
や
施

設
整
備
等
に
多
額
の
経
費
を
要
す
る

こ
と
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
後
も

Ｊ
Ａ
と
と
も
に
継
続
し
て
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　

坂
戸
市
共
通
商
品
券
発
行
事
業

で
は
商
品
券
の
利
用
拡
大
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　

実
行
委
員
会
の
協
議
で
も
、
市

民
の
方
に
い
か
に
商
品
券
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
か
が
一
番
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
実
行
委
員
会
に
は
本
市

も
参
画
し
て
い
る
の
で
、
事
業
周
知

の
強
化
や
利
用
者
に
更
に
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
た
な

魅
力
創
出
の
必
要
性
に
つ
い
て
今
後

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問
　

４
Ｒ
推
進
事
業
の
取
組
で
あ
る

ご
み
に
関
す
る
懇
談
会
の
内
容
は
。

答
　

区
・
自
治
会
等
を
対
象
と
し
て

希
望
に
応
じ
て
実
施
す
る
職
員
出
前

講
座
で
あ
り
、
28
年
度
は
２
回
開
催

し
た
。
ご
み
、
資
源
物
の
収
集
量
や

そ
の
推
移
状
況
の
報
告
、
処
理
の
状

況
及
び
課
題
等
の
説
明
と
と
も
に
、

ご
み
の
水
切
り
に
関
す
る
事
例
紹
介

や
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費
補
助
事

業
等
を
市
民
に
周
知
す
る
取
組
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
質
疑
応
答
の
時

間
で
は
、
地
域
で
の
課
題
の
共
有
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

〈
付
託
議
案
第
56
・
61
号
〉

問
　

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合
の
規

約
に
つ
い
て
、
条
文
を
縦
書
き
か
ら

左
横
書
き
に
す
る
等
の
一
部
変
更
を

行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
回
の
変

更
は
９
年
以
上
前
だ
が
、
条
文
の
内

容
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

答
　

消
防
組
合
か
ら
は
条
文
の
内
容

の
変
更
に
関
す
る
申
出
は
な
か
っ
た
。

予
算
決
算

虚礼廃止に関する決議について

　政治家が選挙区内の人や団体にお金や
物を贈ることは禁止されています。また、
有権者が政治家に対し寄附を求めること
も禁止されています。
　本市議会では「虚礼廃止に関する決議」
を行い政治浄化に取り組んでいますので
ご理解ください。

　政治家がお中元やお歳暮を
贈ることはできません。

総
務
文
教

【本会議の模様をインターネットで中継しています】
　本市ホームページ（「ホーム」→「坂戸市議会」→「議会中継」）
から、ライブ中継と録画中継でご覧になれます。
　ぜひ、アクセスしてみてください！
◆インターネットホームページ　http://www.city.sakado.lg.jp
◆ス マ ー ト フ ォ ン サ イ ト　http://www.city.sakado.lg.jp/sp/
　　　　　　　　　　　　　　　　対応機種の方は二次元コードをご利用ください。→
 ※　　「坂戸市議会」のページでは、議会中継のほかにも、市議会だよりを
　はじめ、議会の会期日程、一般質問の通告内容、会議録及び請願・陳情
　の提出方法などがご覧になれます。
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〈
付
託
議
案
第
53
・
54
・
55
・
57
・

58
・
64
・
65
号
〉

問
　

30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
が

都
道
府
県
単
位
化
と
な
る
が
、
運
営

上
行
っ
て
い
る
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
入
金
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
　

都
道
府
県
単
位
化
で
は
、
決
算

補
塡
等
を
目
的
と
し
た
法
定
外
繰
入

金
は
段
階
的
に
解
消
、
削
減
し
て
い

く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

法
定
外
繰
入
金
は
、
国
民
健
康
保
険

で
は
な
く
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て

い
る
方
に
と
っ
て
は
保
険
税
の
二
重

負
担
と
な
り
、
基
本
的
に
は
行
う
べ

き
も
の
で
は
な
い
た
め
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
国
・

県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
　

人
工
透
析
の
予
防
を
目
的
と
し

た
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対
策
事

業
の
具
体
的
な
対
策
の
内
容
は
。

答
　

糖
尿
病
が
重
症
化
す
る
と
人
工

透
析
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た
め
、
対

象
者
に
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
特
定
健
診
や
診
療
報

酬
明
細
等
の
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
し
た

人
工
透
析
に
移
行
す
る
確
率
が
高
い

方
に
対
し
て
案
内
を
送
付
し
、
受
診

や
保
健
指
導
に
つ
な
げ
て
い
く
。
保

健
指
導
希
望
者
に
は
、
市
内
医
療
機

関
と
連
携
を
図
り
、
掛
か
り
付
け
医

の
推
薦
を
受
け
た
後
、
６
箇
月
間
の

保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

問
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
有
料
化

で
、
60
歳
以
上
の
市
内
居
住
者
の
利

用
料
金
を
１
０
０
円
と
し
た
理
由
は
。

答
　

金
額
を
検
討
す
る
中
で
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
と
高
齢
者
福
祉
と

い
う
２
つ
の
観
点
か
ら
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
。

　

〈
付
託
議
案
第
49
・
50
・
51
・
52
・

59
・
60
・
66
・
67
号
〉

問
　

片
柳
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

進
捗
率
が
低
い
た
め
見
直
し
を
進
め

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　

現
在
、
認
可
権
者
で
あ
る
県
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
地
権

者
に
対
し
て
は
、
本
年
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
街
路
計
画
の
変
更
に
よ

る
仮
換
地
の
変
更
案
に
つ
い
て
個
別

説
明
を
実
施
し
た
。
事
業
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
に
国
・
県

か
ら
了
承
を
得
て
、
来
年
度
に
実
施

す
る
こ
と
を
目
標
に
進
め
て
い
る
。

問
　

高
麗
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク

に
は
、
水
防
資
機
材
や
そ
の
保
管
場

所
、
水
防
活
動
従
事
者
の
詰
所
機
能

等
を
備
え
た
水
防
倉
庫
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
水
害
が
発
生
し
、
ま
た
は

そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
開

館
時
間
に
関
係
な
く
、
こ
の
施
設
を

消
防
組
合
や
水
防
団
な
ど
の
水
防
機

関
に
開
放
し
、
活
動
拠
点
と
し
て
使

用
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
　

今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
く
。

問
　

入
西
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
道
路
の
引
継
ぎ
と
換
地
処

分
の
法
的
な
関
係
は
。

答
　

当
該
区
画
整
理
事
業
で
は
、
換

地
処
分
に
伴
い
公
共
施
設
の
用
に
供

す
る
土
地
は
、
土
地
区
画
整
理
法
の

規
定
に
基
づ
き
市
に
帰
属
す
る
こ
と

と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
公
共
用
地
の

管
理
に
つ
い
て
も
同
法
の
規
定
に
基

づ
き
市
に
移
管
さ
れ
る
。
な
お
、
こ

の
土
地
の
帰
属
及
び
移
管
は
、
換
地

処
分
の
公
告
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
効
力
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ

た
請
願
は
１
件
で
す
。
市
民
福
祉
常

任
委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
た
結
果
、

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、

そ
の
後
の
本
会
議
で
も
同
様
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

議
請
第
２
号
「
国
民
健
康
保
険
制
度

の
都
道
府
県
単
位
化
に
か
か
わ
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
件
」

　

坂
戸
市
末
広
町
11‒

15

　

入
間
西
部
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

代
表
者　

石
川　

裕
一

　
　
　
　
　

審
議
結
果
【
不
採
択
】

議
員
提
出
議
案

坂
戸
市
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
件

　

本
市
に
お
い
て
市
民
の
生
命
又
は

生
活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
災
害
等

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
議
会
の

対
応
に
つ
い
て
の
規
定
を
定
め
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

市
民
福
祉

環
境
都
市

提 出 議 案 と そ の 結 果
全会一致の議案

（平成29年9月定例会）

議案番号 議　　案　　名

第 49 号

第 50 号

第 51 号

第 52 号

第 54 号

第 56 号

第 58 号

第 59 号

第 60 号

第 61 号

第 62 号

第 63 号

第 64 号

第 65 号

第 66 号

第 67 号

平成28年度坂戸市坂戸都市計画事業石井土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市坂戸都市計画事業坂戸中央２日の出町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市坂戸都市計画事業片柳土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市坂戸都市計画事業関間四丁目土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市、鶴ヶ島市外三組合公平委員会特別会計歳入歳出決算認定について

坂戸市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

坂戸市高麗川コミュニティパークの設置及び管理に関する条例制定の件

坂戸、鶴ヶ島水道企業団の規約の一部変更について

坂戸・鶴ヶ島消防組合の規約の一部変更について

坂戸市教育委員会委員の任命について

平成29年度坂戸市一般会計補正予算（第２号）を定める件

平成29年度坂戸市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を定める件

平成29年度坂戸市介護保険特別会計補正予算（第１号）を定める件

市道路線の廃止について（市道第3622号路線外22路線関係）

市道路線の認定について（市道第7001号路線外15路線関係）

坂戸市議会基本条例の一部を改正する条例制定の件 議員提出
第 1  号

議 案 名

会 派 名

賛否の分かれた議案

※討論の要旨は、8～9ページ
に記載してあります。

（7人） （4人） （4人） （2人）（2人）

〇　賛成
×　反対
△　会派名のうち賛否の分かれたもの

議案番号

民 政 ク ラ ブ さかど新政会公 明 党 日本共産党 無　会　派
（
石 

井

　

 

寛
）

（ 

　）
は
議
長

（平成29年9月21日現在）

第 48 号

第 53 号

第 55 号

第 57 号

平成28年度坂戸市一般会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成28年度坂戸市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

坂戸市立老人福祉センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定の件

○ ○ × ○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ × ○ △

無

　会

　派

さ
か
ど
新
政
会

日
本
共
産
党

公

　明

　党

民
政
ク
ラ
ブ

請
　
願
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【 
賛
成
多
数
で
原
案
認
定 

】

　

【
反
　

対
】

　

28
年
度
の
基
金
総
額
は
52
億
円
を

超
え
て
い
る
。
剰
余
金
は
消
費
増
税

等
の
影
響
を
受
け
る
低
所
得
者
や
高

齢
者
、
子
育
て
世
帯
に
積
極
的
に
活

用
す
る
べ
き
だ
が
、
基
金
を
積
み
増

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
や
自
動
車
燃
料
購

入
費
の
補
助
、
障
害
者
手
帳
の
取
得

に
欠
か
せ
な
い
診
断
書
に
対
す
る
補

助
金
等
の
障
害
者
に
対
す
る
施
策
は

削
減
・
廃
止
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
に
も
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
程
遠
い
も
の

で
あ
り
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

【
賛
　

成
】

　

反
対
者
は
障
害
者
に
対
す
る
各
種

補
助
事
業
の
取
扱
い
を
理
由
に
挙
げ

た
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
執
行
額
は

決
算
総
額
の
約
０
・
０
３
％
で
し
か

な
い
。
さ
ら
に
、
事
業
の
取
扱
い
は

本
決
算
認
定
と
は
関
連
が
な
く
、
反

対
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

28
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
過
去
最

大
の
規
模
と
な
っ
た
。
経
常
収
支
比

率
や
公
債
費
負
担
比
率
は
前
年
度
よ

り
上
昇
し
た
が
、
実
質
収
支
は
約
８

億
４
千
万
円
確
保
さ
れ
、
財
政
調
整

の
た
め
の
３
基
金
の
残
高
は
43
億
円

を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
種

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
中
で
も

将
来
を
見
据
え
、
効
率
的
な
財
政
運

営
に
取
り
組
む
姿
勢
の
表
れ
で
あ
り
、

大
い
に
評
価
す
る
。

【 

賛
成
多
数
で
原
案
認
定 

】

　

【
反
　

対
】

　

28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の
収

入
済
額
は
約
22
億
７
９
０
０
万
円
で

あ
る
。
４
人
家
族
、
年
間
の
所
得
が

３
０
０
万
円
の
世
帯
で
は
年
間
42
万

６
８
０
０
円
の
負
担
と
な
り
、
被
保

険
者
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
本

制
度
は
、
自
営
業
者
、
年
金
生
活
者
、

非
正
規
労
働
者
な
ど
低
所
得
者
層
が

加
入
し
て
い
る
構
造
的
特
徴
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
対
し
て
補
助
率
を
元

の
５
割
に
戻
す
こ
と
を
求
め
つ
つ
、

本
市
一
般
財
源
か
ら
の
法
定
外
繰
入

金
を
増
額
し
、
保
険
税
の
軽
減
を
行

う
べ
き
で
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

【
賛
　

成
】

　

歳
入
面
で
は
、
加
入
者
の
減
少
等

に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
が
前
年
度

比
３
・
０
％
の
減
と
な
っ
た
が
、
現

年
度
課
税
分
の
収
納
率
が
７
年
連
続

で
改
善
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
職
員
の

努
力
の
成
果
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

歳
出
面
で
は
、
療
養
給
付
費
や
人
間

ド
ッ
ク
補
助
金
な
ど
保
険
者
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
経
費
が
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
30
年
度
か

ら
は
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
主
体

と
し
て
保
険
者
に
加
わ
る
こ
と
と
な

る
。
市
執
行
部
に
は
、
県
と
十
分
に

調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

の
運
営
努
力
を
期
待
す
る
。

【 

賛
成
多
数
で
原
案
認
定 

】

　

【
反
　

対
】

　

28
年
度
本
特
別
会
計
の
収
入
済
額

は
約
９
億
７
千
万
円
、
支
出
済
額
は

約
９
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

被
保
険
者
数
は
１
万
１
４
４
１
人
で
、

前
年
度
か
ら
９
０
１
人
増
加
し
、
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
し
て

い
る
。
本
制
度
で
は
、
本
市
の
事
務

は
保
険
料
の
徴
収
等
に
限
ら
れ
て
い

る
が
、
現
行
制
度
の
下
で
法
令
に
基

づ
き
、
実
施
す
べ
き
事
務
が
適
正
に

行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
で
は
な

く
、
市
民
が
平
等
に
医
療
を
受
け
ら

れ
ず
、
ま
た
、
保
険
料
が
２
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば

引
き
上
げ
ら
れ
る
形
態
と
な
っ
て
い

る
本
制
度
は
、
命
を
守
る
た
め
の
医

療
制
度
を
逸
脱
し
て
い
る
。
国
民
・

市
民
に
と
っ
て
一
刻
も
早
い
制
度
廃

止
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

【
賛
　

成
】

　

本
制
度
は
、
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
よ
り
高
齢
者
の
医
療
費
が
増
大
す

る
中
、
安
定
し
た
医
療
制
度
を
維
持

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
医
療
を
国
民

全
体
で
公
平
に
支
え
る
制
度
と
し
て

20
年
４
月
に
開
始
さ
れ
た
。
本
制
度

で
は
、
県
内
全
市
町
村
で
組
織
さ
れ

た
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
賦

課
並
び
に
医
療
給
付
等
を
行
っ
て
お

り
、
市
町
村
の
事
務
は
保
険
料
の
徴

収
・
収
納
、
保
険
証
の
引
渡
し
や
各

種
申
請
書
の
受
付
な
ど
一
部
の
事
務

に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
市
の
28
年
度

決
算
の
内
容
を
見
る
と
、
法
律
に
基

づ
き
市
が
実
施
す
べ
き
事
務
が
適
正

か
つ
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

【 

賛
成
多
数
で
原
案
可
決 

】

　

【
反
　

対
】

①
　

本
条
例
案
は
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
使
用
料
を
改
定
し
、
受
益
者
負

担
の
観
点
か
ら
、
60
歳
以
上
の
市
内

居
住
者
に
つ
い
て
無
料
か
ら
１
０
０

円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
施
設
は
、
老
人
福
祉
法

に
基
づ
く
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健

康
増
進
・
維
持
に
と
っ
て
重
要
な
施

設
で
あ
り
、
受
益
者
負
担
を
適
用
す

る
施
設
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
市

に
は
、
財
政
調
整
基
金
と
い
う
40
億

円
近
い
財
政
力
が
あ
る
。
入
西
地
区

の
せ
せ
ら
ぎ
荘
も
既
に
無
く
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
以
上
高
齢
者
に
冷
た
い

取
扱
い
は
や
め
る
べ
き
で
、
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

②
　

市
民
コ
メ
ン
ト
で
は
多
く
の
反

対
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
切
実
な
訴
え

も
多
く
あ
っ
た
。
受
益
者
負
担
と
い

う
考
え
方
を
全
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
こ
の
有
料
化
に
よ
る
実
質

収
入
額
は
施
設
費
の
４
％
程
度
で
あ

り
、
高
齢
者
の
健
康
長
寿
・
引
き
こ

も
り
防
止
対
策
と
し
て
本
施
設
を
無

料
で
利
用
で
き
る
効
果
は
、
こ
れ
を

大
き
く
上
回
る
と
考
え
る
。
な
お
、

利
用
者
の
マ
ナ
ー
の
問
題
は
、
無
料

で
あ
る
か
ど
う
か
と
関
係
づ
け
る
の

で
は
な
く
、
別
の
方
策
に
よ
っ
て
解

決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

【
賛
　

成
】

①
　

本
施
設
は
、
開
設
か
ら
40
年
が

経
過
し
、
継
続
的
な
維
持
管
理
経
費

に
加
え
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
修
繕
や
改
修
工
事
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
60
歳
以
上
の
利
用
者
に
も

利
用
料
と
し
て
そ
の
一
部
を
負
担
し

て
も
ら
う
と
い
う
今
回
の
提
案
は
、

本
市
議
会
の
事
業
評
価
に
お
け
る
提

案
を
尊
重
し
た
も
の
と
考
え
る
。
な

お
、
利
用
料
を
負
担
す
る
こ
と
で
施

設
の
維
持
管
理
経
費
へ
の
利
用
者
の

関
心
も
高
ま
り
、
お
互
い
に
気
持
ち

よ
く
使
お
う
と
す
る
意
識
の
変
化
が

期
待
さ
れ
、
指
定
管
理
者
の
質
の
向

上
も
求
め
ら
れ
る
と
期
待
す
る
。

②
　

本
施
設
の
受
益
者
負
担
の
方
向

性
は
、
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
・
行

政
改
革
後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や

本
市
議
会
の
事
業
評
価
に
お
け
る
補

足
意
見
と
し
て
の
提
言
と
も
整
合
す

る
も
の
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

公
平
性
の
観
点
か
ら
も
や
む
を
得
な

い
措
置
で
あ
る
。
市
執
行
部
は
、
市

民
コ
メ
ン
ト
で
の
反
対
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
気
持
ち
よ
く
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
説
明
と
周
知
に
努

め
る
と
し
て
い
る
。
引
き
続
き
適
切

な
施
設
の
管
理
、
運
営
を
期
待
す
る
。 　

坂
戸
市
教
育
委
員
会
委
員
に
坂
戸

市
立
三
芳
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等

を
歴
任
さ
れ
た
毛
利
陽
子
さ
ん
を
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
得
る

た
め
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
人
権
擁
護

委
員
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
法

第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
白

石
俊
夫
さ
ん
、
大
塚
哲
子
さ
ん
及
び

神
田
登
美
子
さ
ん
を
法
務
大
臣
に
推

薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

る
た
め
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で

は
、
全
会
一
致
で
適
任
者
と
認
め
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
48
号

平
成
28
年
度
坂
戸
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
53
号

平
成
28
年
度
坂
戸
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
55
号

平
成
28
年
度
坂
戸
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
57
号

坂
戸
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

　
教
育
委
員
会
委
員
に

    
　
毛も

う 
利り 

陽よ
う 

子こ 

さ
ん

　
人
権
擁
護
委
員
に

白し
ろ 

石い
し 

俊と
し 

夫お 

さ
ん

大お
お 

塚つ
か 

哲さ
と 

子こ 

さ
ん

神か
ん

田だ

と

み

こ

登
美
子 

さ
ん
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内
部
統
制
に
つ
い
て

坂
戸
市
防
災
マ
ッ
プ
と
災
害
対
策
事
業
に
つ
い
て

藤
野　　

登

吉
岡　

茂
樹

問
　

本
市
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
行
政
に

お
け
る
統
治
体
制
）
に
つ
い
て
は
。

答
　

事
務
を
適
正
に
執
行
す
る
体
制

が
で
き
て
い
る
。

問
　

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
確
立
し
て
い
る

中
に
お
い
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が

発
生
し
て
い
る
要
因
は
。

答
　

前
任
者
の
事
務
処
理
を
漠
然
と

踏
襲
し
て
事
務
を
行
う
な
ど
の
業
務

に
対
す
る
意
識
の
低
下
な
ど
が
不
適

切
な
事
務
処
理
を
発
生
さ
せ
る
要
因

の
一
つ
で
あ
る
。

問
　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
第
１

項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
よ

る
事
故
事
案
は
。

答
　

議
会
に
報
告
し
た
公
用
車
の
事

故
に
よ
る
専
決
処
分
件
数
は
、
24
年

度
１
件
、
25
年
度
２
件
、
26
年
度
１

件
、
27
年
度
４
件
、
28
年
度
３
件
、

29
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
３
件
発
生
し

て
い
る
。

問
　

議
会
で
は
見
え
な
い
ヒ
ュ
ー
マ

ン
エ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
会
計
課
の
審

査
で
事
案
に
至
る
前
に
発
覚
し
た
会

計
伝
票
の
誤
り
は
。

答
　

24
年
度
21
枚
、
25
年
度
15
枚
、

問
　

市
民
に
配
布
さ
れ
た
「
水
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成
基
準
で
あ

る
「
想
定
最
大
規
模
降
雨
」
と
は
。

答
　

入
間
川
流
域
で
の
３
日
間
総
雨

量
７
４
０
㍉
㍍
を
想
定
し
て
い
る
。

国
交
省
は
め
っ
た
に
発
生
し
な
い
確

率
と
し
て
い
る
が
、
近
年
の
鬼
怒
川

の
決
壊
等
も
考
慮
し
、
起
こ
り
得
る

現
実
的
な
も
の
と
し
て
対
応
す
る
。

問
　

本
市
の
「
重
要
水
防
箇
所
」
の

堤
防
整
備
の
状
況
は
。

答
　

１
箇
所
は
築
堤
工
事
が
完
了
し

て
い
る
。
高
麗
川
の
浅
羽
ビ
オ
ト
ー

プ
付
近
の
右
岸
と
萱
方
運
動
公
園
付

近
の
右
岸
は
未
整
備
で
あ
り
、
引
き

続
き
国
に
要
望
を
続
け
る
。

問
　

重
要
水
防
箇
所
の
周
知
は
。

答
　

行
政
機
関
等
と
地
元
住
民
が
連

携
し
、
認
識
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

問
　

片
柳
地
区
の
溢い

っ
す
い水
対
策
で
あ
る

飯
盛
川
河
川
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

答
　

国
道
４
０
７
号
線
の
片
柳
２
号

橋
架
替
の
仮
設
う
回
道
路
設
置
に
必

要
な
用
地
測
量
と
物
件
移
転
を
進
め

て
お
り
、
年
度
内
に
仮
設
う
回
道
路

の
設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

26
年
度
５
枚
、
27
年
度
20
枚
、
28
年

度
７
枚
あ
っ
た
。

問
　

内
部
統
制
は
、
行
政
の
日
常
業

務
に
お
い
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を

い
か
に
防
止
す
る
か
、
そ
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
っ
て
い
る
と

考
え
る
。
内
部
統
制
の
構
築
に
よ
り
、

リ
ス
ク
の
減
少
は
可
能
で
あ
り
、
ま

ず
導
入
に
向
け
た
検
討
委
員
会
を
庁

内
に
発
足
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
　

「
内
部
統
制
の
導
入
に
向
け
た

在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
仮

称
）」に
つ
い
て
は
、
全
庁
を
横
断
的

に
調
整
す
る
機
能
を
有
す
る
企
画
調

整
会
議
を
活
用
し
、
検
討
し
た
い
。

問
　

完
成
ま
で
の
間
、
飯
盛
川
に
簡

易
水
位
計
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
　

他
の
自
治
体
の
例
も
含
め
調
査

研
究
す
る
。

 

本
市
の
商
業
の
活
性
化
に
つ
い
て 

問
　

商
店
街
活
性
化
に
は
「
核
」
と

　

「
人
の
流
れ
を
つ
く
る
仕
掛
け
」
が

必
要
で
あ
る
。
市
の
顔
で
あ
る
坂
戸

駅
舎
の
南
北
自
由
通
路
や
北
口
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

夏
の
異
常
な
暑
さ
対
策
や
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
の
情
報
提
供
等
、
人
が
集

う
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
立
地
適

正
化
計
画
に
お
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問
　

地
元
商
店
街
と
大
型
店
が
共
存

共
栄
す
る
発
展
方
策
も
必
要
で
は
。

答
　

大
型
店
が
核
と
な
り
、
互
い
の

強
み
を
補
完
し
合
え
る
協
力
体
制
と

な
る
よ
う
努
め
る
。

本
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

地
域
と
共
に
つ
く
る
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

鈴
木　

友
之

田
中　　

栄

問
　

本
年
８
月
11
日
付
け
全
国
農
業

新
聞
で
、
本
市
独
自
の
農
地
集
積
に

向
け
た
取
組
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
内
容
は
。

答
　

農
業
委
員
会
で
は
昨
年
９
月
に

市
内
１
７
５
０
世
帯
の
農
業
者
に
対

し
て
農
地
１
筆
ご
と
の
貸
付
希
望
を

確
認
す
る
意
向
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
貸
付
希
望
農
地
を
地
図
上
に
色
分

け
し
、
目
で
見
て
わ
か
る
資
料
を
作

成
し
た
。

問
　

貸
付
希
望
農
地
の
調
査
結
果
は
。

答
　

１
３
６
３
筆
、
面
積
と
し
て
は
、

約
90
㌶
で
あ
る
。

問
　

新
聞
記
事
に
は
、
農
業
委
員
会

会
長
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
今
後
の
農
地
利
用
集
積
に
向
け

た
石
川
農
業
委
員
会
会
長
の
考
え
は
。

答
　

本
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
高
齢
化
が
進
み
後
継
者
も
少
な

い
一
方
で
、
新
規
参
入
者
や
定
年
就

農
者
は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
各

地
域
の
重
要
な
農
業
の
担
い
手
に
な

り
得
る
と
考
え
、
企
業
参
入
等
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
担
い
手
の
育
成

や
農
地
の
利
用
集
積
に
努
め
て
い
く
。

問
　

市
の
環
境
側
帯
や
公
園
等
の
ご

み
の
散
乱
・
投
棄
の
現
状
は
。

答
　

利
用
者
等
に
よ
る
飲
食
物
の
空

き
容
器
や
缶
・
瓶
の
放
置
、
自
転
車

や
布
団
な
ど
の
不
法
投
棄
が
あ
る
。

一
部
で
は
外
国
語
表
記
の
み
の
瓶
な

ど
が
多
数
含
ま
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

問
　

市
の
対
策
は
。

答
　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
通
報

が
あ
れ
ば
速
や
か
に
撤
去
し
て
い
る
。

一
部
で
は
ご
み
の
持
ち
帰
り
を
促
す

多
言
語
の
看
板
を
設
置
し
て
い
る
。

問
　

看
板
以
外
に
ビ
ラ
の
作
成
は
。

答
　

ビ
ラ
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、

複
数
言
語
で
の
併
記
も
検
討
す
る
。

問
　

啓
発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
委

託
す
る
考
え
は
。

答
　

ご
み
の
散
乱
・
投
棄
が
多
い
場

所
で
は
委
託
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

問
　

ご
み
の
収
集
日
や
分
別
の
仕
方
、

出
し
方
の
注
意
な
ど
が
携
帯
で
わ
か

る
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
は
。

答
　

導
入
に
向
け
た
研
究
を
進
め
る
。

 

市
民
へ
の
緊
急
時
の
対
応  　

問
　

ミ
サ
イ
ル
飛
来
時
に
、
対
象
地

問
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
に
集

積
し
た
農
地
の
情
報
を
活
用
し
て
い

く
と
の
こ
と
だ
が
、
貸
付
希
望
情
報

と
本
市
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
の
関

連
性
は
。

答
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
地
域
農

業
の
在
り
方
を
地
域
で
考
え
将
来
の

方
向
性
を
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
作

成
に
際
し
貸
付
希
望
情
報
を
基
礎
的

な
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

問
　

地
域
ご
と
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

は
、
儲
か
る
農
業
に
つ
な
が
る
の
か
。

答
　

地
域
ご
と
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
こ
と
で
、
経
営
規
模
の

拡
大
や
経
営
コ
ス
ト
の
縮
減
が
図
れ
、

儲
か
る
農
業
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

域
に
な
っ
た
場
合
の
初
期
対
応
は
。

答
　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
国
民
保
護

サ
イ
レ
ン
と
避
難
の
呼
び
掛
け
の
放

送
が
流
れ
る
。
職
員
は
参
集
し
、
関

係
機
関
と
情
報
収
集
を
行
い
、
防
災

行
政
無
線
等
で
情
報
を
伝
え
て
い
く
。

問
　

防
災
行
政
無
線
が
、
聞
こ
え
づ

ら
い
場
合
の
情
報
伝
達
手
段
は
。

答
　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
行

政
無
線
内
容
確
認
専
用
電
話
、
市
公

式
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
市
防
災

安
全
課
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
が
あ
る
。

問
　

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
、
老

人
会
等
を
活
用
し
た
、
市
公
式
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
周
知
は
。

答
　

利
用
を
促
す
取
組
を
実
施
す
る
。
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障
害
者
施
設
に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

平
瀬　

敬
久

武
井　　

誠

問
　

城
山
福
祉
作
業
所
の
閉
鎖
に
伴

う
市
の
対
応
は
。

答
　

通
所
者
の
進
路
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
対
応
を
図
る
。

問
　

城
山
福
祉
作
業
所
の
現
在
の
運

営
形
態
は
。

答
　

民
間
事
業
者
の
活
力
を
生
か
す

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

問
　

通
所
者
が
65
歳
に
な
っ
て
も
作

業
所
の
継
続
利
用
は
可
能
か
。

答
　

必
要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
可
能
で

あ
る
。

問
　

公
立
作
業
所
と
し
て
の
役
割
は
。

答
　

体
調
等
に
よ
り
毎
日
は
通
え
な

い
が
居
場
所
が
必
要
な
方
、
民
間
施

設
で
の
受
入
れ
が
困
難
な
方
な
ど
を

幅
広
く
受
け
入
れ
て
い
く
。

問
　

本
市
で
は
、
障
害
者
か
ら
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
か
。

答
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
希
望
者

は
３
・
２
％
で
あ
り
、
80
人
前
後
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

問
　

障
害
者
向
け
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
増
や
す
た
め
の
対
策
は
。

答
　

運
営
希
望
事
業
者
へ
情
報
提
供

や
具
体
的
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　

本
市
も
加
盟
す
る
平
和
首
長
会

議
の
都
市
が
連
携
し
て
手
を
結
ぶ
こ

と
の
意
義
は
。

答
　

国
と
国
が
結
ば
れ
る
の
で
は
な

く
、
人
々
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
公

共
団
体
で
あ
る
都
市
が
、
人
種
や
宗

教
、
そ
し
て
国
境
を
越
え
て
連
帯
し
、

純
粋
に
平
和
を
願
う
思
い
と
と
も
に

核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
を
切
り
開
こ
う

と
す
る
こ
と
と
考
え
る
。

問
　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
を
求

め
る
署
名
へ
の
本
市
の
対
応
は
。

答
　

本
年
３
月
に
、
国
の
内
外
の
被

爆
者
が
核
兵
器
を
禁
止
し
、
廃
絶
す

る
条
約
を
結
ぶ
こ
と
を
、
全
て
の
国

に
求
め
る
「
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」

に
参
加
し
て
い
る
。

問
　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
評
価
は
。

答
　

核
拡
散
防
止
条
約
の
何
段
階
も

先
を
行
く
す
ば
ら
し
い
理
念
の
条
約

で
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
持
つ
「
二

度
と
核
の
惨
禍
を
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
、
核
兵
器
を
世
界
か
ら
無
く

し
た
い
」
と
い
っ
た
思
い
と
一
致
し

た
条
約
で
あ
る
。

問
　

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の
緊
急
行

問
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
の
条
件

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　

人
員
基
準
等
、
県
の
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
市
街
化

調
整
区
域
に
は
建
設
が
で
き
な
い
。

問
　

指
定
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
を
市
単
独
で
認
可
で
き
る
か
。

答
　

特
例
を
除
い
て
は
で
き
な
い
。

 
平
和
都
市
宣
言
実
施
市
の
役
割
　

問
　
　

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開

始
等
を
求
め
る
市
民
署
名
運
動
」
を

市
民
へ
周
知
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　

平
和
首
長
会
議
へ
の
参
加
は
。

答
　

加
盟
都
市
と
し
て
次
回
以
降
の

総
会
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　

広
島
や
長
崎
を
修
学
旅
行
の
行

き
先
と
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

距
離
や
費
用
面
等
か
ら
難
し
い
。

動
「
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
事
業
へ
の
取
組
は
。

答
　

被
爆
樹
木
ア
オ
ギ
リ
二
世
の
苗

木
の
配
布
事
業
を
活
用
し
て
い
る
。

説
明
標
識
を
未
設
置
の
学
校
へ
設
置

す
る
と
と
も
に
修
理
が
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
早
急
に
修
理
す
る
。
学

校
で
は
植
樹
に
際
し
ア
オ
ギ
リ
に
ま

つ
わ
る
話
を
取
り
上
げ
平
和
の
尊
さ

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
今
後
と
も
努
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
　
　
　
　

 　

 

●
国
民
健
康
保
険
制
度
の
在
り
方

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進

地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

都
市
公
園
及
び
運
動
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

柴
田　

文
子

内
田　

達
浩

問
　

複
式
簿
記
の
導
入
に
つ
い
て
は
。

答
　

発
生
主
義
・
複
式
簿
記
と
い
っ

た
企
業
会
計
的
な
手
法
を
活
用
し
た

財
務
書
類
の
開
示
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

展
し
て
い
る
中
で
、
財
政
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
強
化
の
た
め
、
財
務
書
類
を

予
算
編
成
等
に
活
用
し
、
地
方
公
共

団
体
の
限
ら
れ
た
財
源
を
「
賢
く
使

う
」
取
組
を
行
う
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

問
　

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に
つ
い

て
は
。

答
　

固
定
資
産
台
帳
は
、
市
が
所
有

す
る
土
地
や
建
物
の
ほ
か
、
道
路
や

河
川
・
橋

き
ょ
う
り
ょ
う梁
等
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
、

物
品
や
車
両
、
ま
た
工
作
物
と
し
て

道
路
の
舗
装
や
ガ
ー
ド
フ
ェ
ン
ス
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ

の
取
得
時
期
や
取
得
価
額
、
耐
用
年

数
な
ど
の
デ
ー
タ
を
網
羅
し
た
台
帳

で
あ
る
。
現
在
、
28
年
３
月
31
日
現

在
の
台
帳
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
毎

年
度
、
台
帳
更
新
を
実
施
す
る
。

問
　

財
務
書
類
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
。

問
　

避
難
所
と
し
て
の
取
組
は
。

答
　

災
害
時
に
か
ま
ど
と
し
て
利
用

で
き
る
ベ
ン
チ
を
都
市
公
園
５
箇
所

に
設
置
し
て
い
る
。
溝
端
公
園
に
は
、

停
電
を
想
定
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
及
び

ラ
ジ
オ
付
き
の
風
力
・
ソ
ー
ラ
ー
照

明
灯
を
設
置
し
て
い
る
。

問
　

都
市
公
園
に
関
し
て
の
市
民
意

識
調
査
で
の
意
見
の
内
容
は
。

答
　

遊
具
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
遊

具
の
点
検
を
し
て
ほ
し
い
等
で
あ
る
。

問
　

運
動
公
園
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
意
見
の
内
容
は
。

答
　

施
設
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
親

子
で
活
動
で
き
る
場
が
ほ
し
い
、
設

備
が
不
十
分
等
で
あ
る
。

問
　

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
現
在
６
箇
所
の
街
区
公
園

に
あ
る
市
民
花
壇
を
増
や
す
考
え
は
。

答
　

今
後
も
新
設
・
増
設
の
要
望
が

あ
っ
た
場
合
に
は
協
力
し
て
い
く
。

問
　

夏
場
の
日
陰
の
な
い
河
川
敷
の

運
動
公
園
で
、
利
用
者
が
快
適
に
過

ご
せ
る
環
境
づ
く
り
の
取
組
は
。

答
　

屋
根
付
ベ
ン
チ
等
の
設
置
が
考

え
ら
れ
る
が
、
河
川
管
理
者
の
許
可

答
　

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
活
用
や
、
施
設
の
更
新
時
期
の
平

準
化
を
図
る
こ
と
や
、
事
業
別
、
施

設
別
の
行
政
コ
ス
ト
を
計
算
す
る
こ

と
で
予
算
編
成
や
施
設
の
統
廃
合
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
に
役
立

て
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

問
　

職
員
の
教
育
・
研
修
は
。

答
　

27
年
度
か
ら
地
方
公
会
計
制
度

の
概
要
及
び
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
・

更
新
に
関
す
る
職
員
向
け
の
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。

問
　

フ
ル
コ
ス
ト
情
報
に
つ
い
て
は
。

答
　

見
え
に
く
い
コ
ス
ト
が
、
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
に
基

づ
く
財
務
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
で

明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト

を
含
め
た
フ
ル
コ
ス
ト
情
報
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
や
予
算
編
成
に
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

が
必
要
で
あ
る
。
許
可
は
、
河
川
管

理
上
、
洪
水
時
等
に
速
や
か
に
撤
去

で
き
る
設
備
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め

設
置
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　

東
和
田
運
動
公
園
の
河
川
敷
ト

イ
レ
は
、
現
在
、
簡
易
式
で
く
み
取

り
で
あ
る
。
衛
生
面
の
課
題
が
あ
り
、

女
性
利
用
者
も
多
い
た
め
対
策
の
要

望
が
あ
る
が
、
水
洗
化
の
考
え
は
。

答
　

河
川
管
理
上
、
現
在
の
場
所
に

水
洗
ト
イ
レ
設
置
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
た
め
、
競
技
場
か
ら
若
干
離
れ

た
場
所
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
後
、
利
用
し
や
す
い
適
切
な
場
所

の
確
保
等
を
含
め
、
水
洗
ト
イ
レ
の

設
置
に
向
け
て
鋭
意
検
討
を
進
め
る
。

坂戸小学校に植樹された
被爆アオギリ 2世東和田運動公園設置トイレ
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14

生
活
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

英
語
教
育
に
つ
い
て

新
井　

文
雄

古
内　

秀
宣

問
　

近
年
、
道
路
整
備
の
た
め
の
国

の
交
付
金
が
要
望
額
に
達
し
て
い
な

い
が
、
過
去
３
年
間
の
交
付
率
は
。

答
　

26
年
度
が
約
77
％
、
27
年
度
が

約
58
％
、
28
年
度
が
約
56
％
で
あ
る
。

問
　

請
願
道
路
の
整
備
に
当
た
り
、

優
先
順
位
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
　

請
願
の
提
出
順
、
児
童
生
徒
や

地
域
住
民
の
安
全
性
、
緊
急
性
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
、
国
庫
補
助
金

の
対
象
路
線
と
な
る
か
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
い
る
。

問
　

請
願
道
路
の
約
26
％
、
36
件
が

未
整
備
と
の
こ
と
だ
が
、
請
願
採
択

後
の
経
過
年
数
は
。

答
　

10
年
未
満
が
５
件
、
10
年
以
上

が
13
件
、
20
年
以
上
が
７
件
、
30
年

以
上
が
11
件
で
あ
る
。

問
　

今
年
度
は
、
請
願
・
陳
情
道
路

の
整
備
を
何
件
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答
　

12
件
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　

茨
城
県
境
町
で
実
施
し
て
い
る

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
育
の
取
組
に
つ

い
て
は
。

答
　

一
つ
の
学
校
に
複
数
の
Ａ
Ｌ
Ｔ 

　

（
英
語
指
導
助
手
）
を
配
置
す
る
よ

う
な
取
組
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

の
中
で
英
語
を
使
う
環
境
を
自
然
に

作
り
出
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に

生
き
る
人
材
の
育
成
に
大
変
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て
も

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
外

国
語
学
習
の
機
会
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
境
町
に
お
け
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英

語
教
育
の
取
組
を
含
め
、
引
き
続
き

研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　

城
山
学
園
に
境
町
の
よ
う
な
Ａ

問
　

今
後
の
整
備
計
画
は
。

答
　

優
先
順
位
の
考
え
方
や
、
補
助

金
の
動
向
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

 

圏
央
道
に
関
連
す
る
道
路
の
管
理

問
　

坂
戸
区
間
の
圏
央
道
が
開
通
し

て
９
年
半
。
地
元
か
ら
は
、
立
派
な

道
路
は
で
き
た
が
周
辺
管
理
が
さ
れ

て
い
な
い
と
の
指
摘
が
多
い
。
圏
央

道
本
線
法の

り
め
ん面
の
除
草
管
理
は
。

答
　

管
理
す
る
東
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
に
よ
れ
ば
、
年
３
回
除
草
し
、

要
望
が
あ
れ
ば
現
地
確
認
を
し
て
個

別
に
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　

坂
戸
イ
ン
タ
ー
か
ら
新
設
の
県

道
上
伊
草
坂
戸
線
ま
で
の
区
間
は
、

現
在
も
草
が
背
丈
ま
で
伸
び
て
お
り
、

早
期
の
除
草
が
必
要
で
は
。

答
　

当
該
区
間
は
県
が
管
理
し
て
い

る
が
、
地
元
農
家
か
ら
の
要
望
が
あ

り
、
毎
年
稲
刈
り
後
の
10
月
頃
に
１

回
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問
　

７
月
頃
に
も
実
施
で
き
な
い
か
。

答
　

地
元
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

対
応
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｌ
Ｔ
派
遣
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答
　

県
内
初
の
施
設
一
体
型
小
中
一

貫
教
育
の
実
践
校
と
し
て
、
特
に
英

語
教
育
に
力
を
入
れ
た
教
育
活
動
の

充
実
を
目
指
し
、
現
在
、
英
語
の
教

員
免
許
を
有
し
た
臨
時
職
員
を
学
習

支
援
員
と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
よ

り
効
果
的
な
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派
遣
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 

婚
活
支
援
に
つ
い
て
　
　
　
　

問
　

婚
活
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

で
あ
る
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
ジ
ュ
ノ

ー
ル
）
を
本
市
に
導
入
す
る
考
え
は
。

答
　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ｌ
は
、
現
在
、

北
九
州
市
、
福
岡
市
、
宗
像
市
及
び

静
岡
市
に
設
置
さ
れ
、
九
州
地
方
を

中
心
に
多
く
の
会
員
が
登
録
さ
れ
、

多
く
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る

状
況
だ
が
、
関
東
地
方
に
は
設
置
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は

効
果
的
で
な
い
と
考
え
る
。
導
入
に

当
た
っ
て
は
、
十
分
な
情
報
収
集
や

関
東
近
郊
で
の
設
置
状
況
、
会
員
の

登
録
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

弓
削　

勇
人

野
沢　

聖
子

問
　

放
置
自
転
車
の
撤
去
台
数
は
。

答
　

26
年
度
１
１
７
９
台
、
27
年
度

９
４
７
台
、
28
年
度
１
０
７
１
台
で

あ
る
。

問
　

14
年
度
を
ピ
ー
ク
に
放
置
自
転

車
撤
去
台
数
は
減
少
傾
向
に
転
じ
て

い
る
。
そ
の
際
、
撤
去
保
管
手
数
料

の
値
上
げ
と
撤
去
回
数
の
増
加
が
行

わ
れ
た
。
私
は
こ
の
２
つ
の
取
組
の

効
果
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
は
。

答
　

撤
去
回
数
の
増
加
と
啓
発
活
動

に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

問
　

若
葉
駅
東
口
の
無
料
駐
輪
場
は
、

31
年
度
中
に
閉
鎖
の
見
通
し
と
の
こ

と
だ
が
、
代
替
地
の
案
は
。

答
　

代
替
地
の
案
は
な
い
。

問
　

無
料
駐
輪
場
閉
鎖
に
よ
り
放
置

自
転
車
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、

有
料
駐
輪
場
の
利
用
率
が
40
％
で
あ

る
状
況
、
市
内
全
て
の
駅
に
無
料
駐

輪
場
が
あ
る
こ
と
を
総
合
的
に
考
え

る
と
、
若
葉
駅
有
料
駐
輪
場
を
無
料

化
す
る
こ
と
も
代
替
案
と
し
て
有
効

だ
と
考
え
る
が
。

答
　

適
正
な
受
益
者
負
担
等
の
観
点

か
ら
、
無
料
化
は
困
難
で
あ
る
。

問
　

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
本
市
の
取
組
は
。

答
　

花
の
栽
培
温
室
で
育
て
た
苗
を

配
布
し
管
理
し
て
も
ら
う
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
花
壇
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
、
講
習
会
、
小
学
生
対
象
の
風
景

画
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　

広
報
掲
載
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
花
壇
へ
の
参
加
者
募
集
の
内
容
は
。

答
　

公
園
等
の
市
有
地
で
花
壇
づ
く

り
を
し
て
も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
新
た
に
募
集
す
る
事
業
で
あ
る
。

問
　

市
内
生
花
店
等
に
「
花
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
応
援
店
」
に
な
っ
て
も
ら

い
、
花
の
育
て
方
や
知
識
を
提
供
し

て
も
ら
う
制
度
の
考
え
は
。

答
　

生
花
店
の
意
向
な
ど
を
確
認
し
、

調
査
研
究
す
る
。

 

誰
も
が
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
　
　

問
　

本
市
の
公
共
施
設
に
多
目
的
ト

イ
レ
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
　

99
施
設
中
、
車
椅
子
対
応
ト
イ

レ
の
設
置
は
53
施
設
、
う
ち
オ
ス
ト

メ
イ
ト
対
応
は
21
施
設
、
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
は
22
施
設
で
装
備
し
て
い
る
。

問
　

最
低
限
の
対
策
と
し
て
、
若
葉

駅
有
料
駐
輪
場
の
値
下
げ
を
す
る
べ

き
で
は
。

答
　

総
合
的
に
検
討
す
る
。

問
　

放
置
自
転
車
撤
去
の
た
め
に
、

毎
年
度
約
１
千
万
円
の
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
。
計
算
す
る
と
放
置
自
転

車
１
台
当
た
り
の
撤
去
費
用
は
、
７

４
４
４
円
に
な
る
。
し
か
し
、
違
反

者
か
ら
徴
収
す
る
手
数
料
は
、
自
転

車
２
千
円
、
原
付
３
千
円
で
し
か
な

い
。
市
は
効
果
が
な
い
と
い
う
見
解

だ
が
、
手
数
料
値
上
げ
は
、
放
置
自

転
車
抑
止
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
税
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
も
、
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答
　

値
上
げ
の
方
向
で
考
え
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問
　
　
　
　
　
　

●
官
学
連
携
に
つ
い
て

問
　

学
校
ト
イ
レ
の
状
況
は
。

答
　

市
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
多

目
的
ト
イ
レ
は
、
小
学
校
５
校
に
10

箇
所
、
中
学
校
３
校
に
５
箇
所
設
置

し
て
い
る
。
今
年
度
大
規
模
改
修
は
、

三
芳
野
小
学
校
で
実
施
し
て
い
る
が
、

一
度
に
全
て
の
学
校
で
行
う
の
は
困

難
な
た
め
、
当
面
の
対
応
と
し
て
便

器
等
の
洋
式
化
を
順
次
進
め
て
い
る
。

問
　

冬
期
に
は
便
座
は
大
変
冷
た
く

な
る
た
め
、
大
規
模
改
修
に
併
せ
て

暖
房
便
座
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
　

学
校
施
設
で
は
便
器
の
数
も
多

く
、
ス
イ
ッ
チ
の
切
替
え
等
管
理
上

の
課
題
も
あ
る
が
、
他
自
治
体
の
状

況
も
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

問
　

市
内
に
あ
る
多
目
的
ト
イ
レ
の

場
所
が
分
か
る
、
マ
ッ
プ
等
を
作
成

す
る
考
え
は
。

答
　

利
便
性
は
認
識
し
て
い
る
た
め
、

今
後
研
究
し
て
い
く
。
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●社会福祉協議会活動補助事業（事業費 :4,427 万 8 千円）
　議会評価＝改善・効率化し継続
　評価説明：　社会福祉協議会の活動は、社会福祉推進のために重要であるが、民

間の福祉事業者が数多く存在する中、真に社会福祉協議会が行わなけ
ればならない事業は何なのかを再考する時期に来ているとの考えから
改善・効率化し継続と評価する。
　民間が参入しづらい分野や、子ども食堂、学習支援など子育て支援
の貧困対策などの取組も、市と連携し図っていかれたい。
　他市に比べ、人件費補助への依存度が高い。新たな自主事業の実施
や、受託事業を増やす取組が必要と考える。

●公的病院等救急医療体制支援事業（事業費 :3,968 万 8 千円）
　議会評価＝現状のまま継続する
　評価説明：　本事業は、市民の安全安心につながる救急医療体制の確保を図るた

めの事業であり、現状のまま継続すると評価する。
　しかし、国の特別交付税の交付状況等により、補助金額の検討も必
要であり、医療機関との情報共有や連携、市民への情報開示をし、国
への働きかけが重要と考える。
　併せて、医療機関への適正受診を促す啓発活動や、「救急相談電話」
等の周知など、広報活動も市として行われたい。

●４Ｒ推進事業（事業費 :4 万 8 千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：　本事業は、ごみの減量・資源化を推進することにより、資源循環型

社会の構築と、２５億９千２百万円の工事費を投じて実施した坂戸市
西清掃センターの焼却施設基幹的設備の長寿命化にもつながる重要な
事業である。
　現在、ごみ学習会やキャンペーン、イベント等を通じての啓蒙・啓
発活動を中心に事業が実施されているが、排出ごみの多くを占める家
庭ごみ削減のため、食品ロス施策も積極的に実施すべきと考える。
　本事業の対象は全市民であり、市民の理解と協力が必要不可欠であ
ることから、今後、さらに市民に対しての周知が必要となり、そのた
めの手法を検討するなどして、積極的な事業推進を図られたい。

●ファーマーズマーケット整備事業（事業費 :11 万 9 千円）
　議会評価＝終期設定し終了
　評価説明：　本事業は、まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、収益性の高い

農業経営の実現を図るため、２０２０年までに１施設整備することを
目標に掲げ、２０１６年度以降は設置場所等の検討に取り組むことと
している。平成２５年度に「ファーマーズマーケット整備検討部会」
を組織し、これまで延べ７回、１３か所の先進地視察を行い、検討結
果を坂戸市農業振興推進協議会に報告して平成２９年２月に解散した。
しかし、未だ具体的な設置場所等計画は示されていない。一方で、相
次ぐ大型スーパーの撤退や高齢化・核家族化により遠方まで買い物に
行けない高齢者世帯等の買い物難民は今後も確実に増加することが見
込まれ、その対策も急務となっている。農業経営への支援は重要であ
り今後も継続すべきであるが、多額の公費を投入しての施設整備は廃
止し、買い物難民の解消に向け、将来を見据えての生産者と消費者の
ニーズに沿った事業へ展開を図られたい。

●商店街等対策事業（事業費 :940 万円）
　議会評価＝改善・効率化し継続
　評価説明：　本事業は、坂戸市商工業ビジョンに基づき、坂戸市商工会と連携を

図りながら、市内商工業の振興及び発展させるための重要な事業であ
り、今後も当該商工会と連携しながら効率的な事業推進が必要である。
　平成２８年度においては、商工会と連携して５事業を実施している
が、その中で「さかど街バル事業」は効果を検証し、参加店舗数の拡
大に向けた取組を行うとともに、「共通商品券発行事業」に関しては、
使用有効期間を延長し無期限化も含め検討するなど、事業全体の効果
の向上に向けて引き続き推進すべきである。

「議会の事業評価」を実施しました !
　本市議会では、議会改革の一環として、９月定例会において、市で行っている事業
が的確に執行されているかをチェックするため、平成 28 年度事業の中から次の９事
業を選定し、事業評価を実施しました。
　その評価結果をもとに、次年度以降の予算編成の参考及び適切な対応が図られるよ
う、市長に対し申し入れました。

●職員研修・啓発事業（事業費 :691 万 4 千円）
　議会評価＝現状のまま継続する
　評価説明：　本事業は、市民サービスの向上・職場環境づくりには大変重要な事

業であるが、事業内容として職場研修や自己啓発研修はもとより、時
代ニーズに合った研修や職員個人のスキルアップ研修なども多く取り
入れるべきと考える。また、受講後どのように変わったか改善された
かを検証することも大事である。
　研修においては、多くの学びの場を選択できるものとし公的資格の
取得に当っては、給与に反映することなども考慮すべきと考える。
　研修を通じて、職員の意欲の向上と市民サービスの拡充を図れるよ
うな事業として継続とすべきである。

●不登校解消事業（事業費 :1,162 万 2 千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：　まず不登校について「解消」という考え方には違和感があり、本来

であれば「対策」という観点での事業展開であるべきと考える。
　子ども達は環境の変化や人間関係、学習など多種多様な不登校にな
る要因があり、その都度ケースによって粘り強く丁寧に対応すること
が不登校解消へとつながる。
　また、学校や教職員、保護者、地域には各々役割があり、それらを
理解し、接することで子ども達にとって学校とは居場所であり、救わ
れる場所となる。そのため見守る側にとっても相談できる環境や学び
の場を並行して提供する必要があり、スクールカウンセラーやさわや
か相談員を増員することのみでは解決には至らないと考える。

●公民館地震防災対策事業（事業費 :3,732 万 8 千円）
　議会評価＝現状のまま継続する
　評価説明：　公民館は、市民がコミュニティの醸成や社会教育の場として集う施

設である。また、災害時には防災拠点や避難所としての役割があり、
安全で安心して利用できる施設でなければならない。そのため、本事
業は迅速且つ適切に事業を完了しなければならないと考える。
　しかし、施設によっては、現在防災拠点や避難所としての機能を果
たせない恐れのある施設があり、対策を講じるにせよ多額の改修費を
要する可能性が高いと考える。費用対効果を考え、今後民間施設への
協力要請なども視野に入れ、目的達成のための対策と体制づくりが急
務である。

●コミュニティづくり推進事業（事業費 :1,710 万 9 千円）
　議会評価＝拡充する
　評価説明：　地域のつながりの希薄化や、高齢化が進む中で地域コミュニティの

活性化は大事な課題である。
　しかし、多くの地区集会所の老朽化が進んでおり、長寿命化を図る
観点から重要な事業であり、拡充すると評価する。
　災害時の避難所としての機能を果たす面もあり、新築・修繕ともに
補助割合を増やすべきである。
　また、区・自治会の活性化のためにもコミュニティ活動の支援充実
も図られたい。
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委 

員 

長　

武
井　　

誠

副
委
員
長　

野
沢　

聖
子

委　　

員　

平
瀬　

敬
久

委　　

員　

弓
削　

勇
人

委　　

員　

森
田　

文
明

委　　

員　

田
中　　

栄

委　　

員　

猪
俣　

直
行

委　　

員　

小
川　

直
志

編 

集 

委 

員 

会

　

芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
。
秋
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
市
内
で
開
催
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

９
月
議
会
で
は
、
28
年
度
決
算
等

の
議
案
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
28

年
度
事
業
か
ら
９
事
業
を
選
定
し
、

議
会
と
し
て
事
業
評
価
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
月
市
内
４
会
場
に
て
、

議
会
報
告
会
「
市
民
と
議
員
の
懇
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
民
福
祉
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
副
委
員
長
記
）

さかど市議会だよりはリサイクル推進のため古紙を配合した再生紙と環境にやさしい植物油インキを使用しています。

編

集

後

記

小川 直志

猪俣 直行

柴田 文子

田中 栄

勝呂公民館

11月１２日(日)
午後４時～６時

加藤 則夫
鈴木 友之

北坂戸公民館

11月１２日(日)
午後７時～９時

主 催 坂戸市議会

問合せ 坂戸市議会事務局

☎ 049-283-1331

入西地域交流センター

11月１８日(土)
午後６時～８時

議会報告会

千代田公民館

11月１２日(日)
午後７時～９時

石井 寛

古内 秀宣

飯田 恵 武井 誠

森田 文明

藤野 登

吉岡 茂樹

小澤 弘
内田 達浩

野沢 聖子

弓削 勇人

新井 文雄

大澤 初男

平瀬 敬久

平成２９年９月定例会の
予算・決算などの
議会報告です。

市民との意見交換
会も行います

議会報告会「市民と議員の
懇談会」は、４チーム４会場で

開催します。お近くの
会場にお越しください

さかろん

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員

市

と

の

民

議
員

懇
談
会

〈内容〉 ９月定例会の報告（「市議会だより」を使って報告します。）
　　　・平成 28 年度一般会計歳入歳出決算、条例等の議案の審議及び審査結果
　　　 意見交換会（ぜひ、質問や意見をお持ちください。）

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
！

〈内容〉 ９月定例会の報告（「市議会だより」を使って報告します。）

　　　 意見交換会（ぜひ、質問や意見をお持ちください。）


